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事業事前評価表 
 

１．協力対象事業名 
   

シリア・アラブ共和国 ダマスカス市内配水管改修計画フェーズ２ 
 
２．我が国が援助することの必要性・妥当性 
 
（１）シリアは、中東和平実現の鍵を握る重要な国であり、中東和平プロセスに当事国として参加し

ている。我が国は同国のさらに積極的な参加を促すために、同国民生の向上に資する各形態に

よる経済協力を実施している。 
 

（２）シリア国の首都であるダマスカス市は、近年の人口増加や工業開発等による水需要の増大によ

り、夏期を中心とする乾期には半日以上が断水状態となり、市民生活及び産業活動における水

不足は深刻な状況となっている。この事態を改善すべく、シリア国政府の要請を受けて日本政

府は「ダマスカス市給水システム改善拡充計画」として開発調査（1996年から 1997年）を実
施した。調査の結果、水不足は無収水率が 64%と高いことに起因しており、その主な原因とし
て、老朽配水管からの漏水と無許可居住地区での不法取水によることが明らかとなった。同調

査では、2015年までに無収水率を 25%まで削減することを目標として、以下の改善策を提言し
た。 

 
・無許可居住地区での水道施設整備 
・漏水量の削減対策 

i)  漏水調査の強化 
ii)   配水ブロック化による漏水監視 
iii)  配水本管の更新 
iv)  維持管理用機材の更新 
 

ダマスカス市上下水道公社（DAWSSA）は漏水削減対策に関する緊急事業として、配水本管の
更新計画を策定した。平成 10年度から 12年度に本計画のフェーズ１事業（無償資金協力）に
より、ダマスカス市街地の中心部に位置するワリ、マルキ、オールドシティ、大統領官邸、ナサ

ール地区を対象地域とした配水管（延長約 46 km）の改修がなされた。 
 
一方、フェーズ１事業で市街地中心部の配水管の改修が進んだことにより、本計画の対象地区で

ある市街地外周部への配水が正規水圧に上昇し、その結果フェーズ２対象地区の鋳鉄配水管から

の漏水が増加する傾向にある。このためカファルスセ、バグダッド、ベルゼ、ミダン及びメゼ地

区の鋳鉄管約 75 kmの更新が緊急課題となっている。 
 
３．協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 

 
ダマスカス市民への水の安定供給ができる。 

 
４．協力対象事業の内容 
 
（１）対象地域 

ダマスカス市内の外周部に位置するカファルスセ、バグダット、ベルゼ、ミダン及び、メゼの５

地区 
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（２）アウトプット 
・ダマスカス市内対象地域の老朽鋳鉄配水管 75 kmが改修される 

 
（３）インプット 

・配水管改修に必要なダクタイル鋳鉄管、異形管等の配水管資材の調達 
・施工管理技術の向上とデータデジタル化による維持管理システム改善のためのソフトコンポー

ネント 
  i) 工事のスポット監理 
  ii) 施工管理マニュアルの作成 
  iii) 工事進捗管理技術の指導 
  iv) データデジタル化への計画書の作成 

 
（４）総事業費 

概算事業費：16.9億円（日本側 11.3億円、シリア側 5.6億円） 
 

（５）スケジュール 
実施設計を含め約 24ヶ月間を予定 

 
（６）実施体制 

シリア・アラブ共和国 ダマスカス市上下水道公社（DAWSSA） 
 
５．プロジェクトの成果 
 
（１）プロジェクトにて裨益を受ける対象の範囲および規模 

 
裨益人口は対象地域に居住する 103万人。 

 
（２）事業の目的（プロジェクト目標）を示す成果指標 

 
2000年
（実施前）

2005年
（実施後）

漏水率（％） 27.2 25.0  
 
漏水の削減により年間約 67万米ドルの料金収入の増収が期待でき、DAWSSAの収益が向上す
る。また漏水修理費用の減少が期待される。さらにダマスカス市民への安全で安定した給水を提

供できる。 
 

（３）その他の成果指標 
 
漏水事故による修理件数（2001年：1,132件）が減少する。 

 
６．外部要因リスク 
 
（１）シリア側による管布設工事の実施 

 
シリア側は工事実施に必要となる予算措置を行い、実施計画に従った管布設工事を実施する。ま

た実施に際しては、工事管理組織を設立し、工事計画に合わせた工事許可の取得や請負業者の進

捗管理を確実に実施する。 
 

（２）維持管理の継続した実施 
 
管布設工事の完成後は、復元漏水に対して定期的な漏水調査の実施と漏水箇所の修理等、継続し



D - 18 

た維持管理の実施が必要となる。 
 

７．今後の評価計画 
 
（１）事後評価に用いる成果指標 
 

１） 漏水率 
２） 漏水事故による修理件数 

 
（２）評価のタイミング 

 
2005年を目処に事後評価を予定。 

 
 



資料 - 7 

入手資料リスト 
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７． 入手資料リスト 
 

No. 資料名 発行年 発行者 

１ DAWSSA組織図 2001.7 DAWSSA 

２ 住宅公共事業省組織図   

３ General Environmental Impact 
Assessment Guideline 1995 World Bank/European Investment 

Bank 
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